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(57)【要約】
【課題】３種類の着色層が高精細に形成されたカラーフ
ィルタを用いることなく、各有機ＥＬ素子から出射する
光の色を意図した色に変換することが可能な表示装置を
提供することである。
【解決手段】複数の赤色有機ＥＬ素子、複数の緑色有機
ＥＬ素子、および複数の青色有機ＥＬ素子がそれぞれ支
持基板上に設けられて構成される発光装置と、前記赤、
緑、および青色有機ＥＬ素子がそれぞれ出射する光が通
る位置に設けられる色味改善層とを有し、前記色味改善
層は、赤、緑、および青色有機ＥＬ素子のうちの１つの
素子が出射する光が当該色味改善層を通過する際にその
スペクトルを変化させる、表示装置。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の赤色有機ＥＬ素子、複数の緑色有機ＥＬ素子、および複数の青色有機ＥＬ素子が
それぞれ支持基板上に設けられて構成される発光装置と、
　前記赤、緑、および青色有機ＥＬ素子がそれぞれ出射する光が通る位置に設けられる色
味改善層とを有し、
　前記色味改善層は、赤、緑、および青色有機ＥＬ素子のうちの１つの素子が出射する光
が当該色味改善層を通過する際にそのスペクトルを変化させる、表示装置。
【請求項２】
　前記色味改善層は、前記スペクトルの幅が小さくなるように、所定の波長範囲の光を吸
収する、請求項１記載の表示装置。
【請求項３】
　前記赤、緑、および青色有機ＥＬ素子と、前記色味改善層との間に円偏光板をさらに有
する、請求項１または２記載の表示装置。
【請求項４】
　偏光板をさらに備え、
　前記色味改善層は、前記赤、緑、および青色有機ＥＬ素子と、前記偏光板との間に設け
られ、かつλ／４板として機能し、
　偏光板と色味改善層とは、一体として円偏光板として機能する位置関係で配置される、
請求項１または２記載の表示装置。
【請求項５】
　偏光板と位相差板とをさらに備え、
　前記色味改善層および前記位相差板は、前記赤、緑、および青色有機ＥＬ素子と、前記
偏光板との間に設けられ、かつ、当該色味改善層と位相差板とをあわせてλ／４板として
機能し、
　偏光板と色味改善層と位相差板とは、一体として円偏光板として機能する位置関係で配
置される、請求項１または２記載の表示装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１つに記載の表示装置の製造方法であって、
　複数の赤色有機ＥＬ素子、複数の緑色有機ＥＬ素子、および複数の青色有機ＥＬ素子が
それぞれ支持基板上に設けられて構成される発光装置を用意する工程と、
　前記赤、緑、および青色有機ＥＬ素子がそれぞれ出射する光が通る位置に、前記色味改
善層を設ける工程とを含む、表示装置の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は表示装置およびその製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　表示装置にはその構成や原理を異にする種々の装置がある。そのひとつとして現在、画
素の光源に有機ＥＬ（Electro Luminescence）素子を利用した表示装置が実用化されつつ
ある。カラー表示装置ではたとえば３種類の有機ＥＬ素子が支持基板上に設けられる。す
なわち（１）赤色の光を出射する赤色有機ＥＬ素子、（２）緑色の光を出射する緑色有機
ＥＬ素子、および（３）青色の光を出射する青色有機ＥＬ素子が、それぞれ支持基板上に
整列して配置されている。
【０００３】
　上記赤、緑、および青色有機ＥＬ素子にはそれぞれ所定の色の光を出射することが求め
られる。しかしながら一般に、意図した色の光を出射する有機ＥＬ素子を実現することは
困難である。そこで、各有機ＥＬ素子から出射される光の色をさらに変換することによっ
て、所期の色の光を実現することが検討されている。たとえば自身を透過する光の色を変



(3) JP 2012-49010 A 2012.3.8

10

20

30

40

50

換するカラーフィルタを、各有機ＥＬ素子上に設けた表示装置が提案されている（たとえ
ば特許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９‐２６５６４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述のカラーフィルタは有機ＥＬ素子の種類に対応して３種類の着色層を備える。これ
ら３種類の着色層は各有機ＥＬ素子の配置に対応してそれぞれ配置されている。すなわち
カラーフィルタは、（１）赤色の光を変換する着色層、（２）緑色の光を変換する着色層
、および（３）青色の光を変換する着色層を備える。そして各着色層は、平面視で、対応
する有機ＥＬ素子に重なるように配置されており、赤、緑、および青色有機ＥＬ素子から
それぞれ出射される光が各着色層を個別に通過するように配置されている。このようにカ
ラーフィルタは、各有機ＥＬ素子の配置と同様に、各着色層を高精細に形成する必要があ
る。そのため製造工程が複雑化し、ひいては高コスト化するという問題がある。
【０００６】
　またカラーフィルタを備える表示装置には視差の問題が生じる。表示装置は一般に、表
示画面に対して垂直な方向から表示画面を視認する視聴者を基準にして設計されている。
そのためたとえば青色の光を変換する着色層と青色有機ＥＬ素子とは、表示画面に対して
垂直な方向に重ねて配置されている。この場合、表示画面に対して垂直な位置では、青色
有機ＥＬ素子から出射された光は、青色の光を変換する着色層を通って視聴者に視認され
る。他方、表示画面に対して斜めまたは平行に近い位置では、赤または緑色有機ＥＬ素子
から出射された光の一部が、青色の光を変換する着色層を通って視聴者に視認されるとい
うことがある。そのため視聴者の位置によって色の見え方が変化するという問題が生じる
。
【０００７】
　したがって本発明の目的は３種類の着色層が高精細に形成されたカラーフィルタを用い
ることなく、各有機ＥＬ素子から出射する光の色を意図した色に変換することが可能な表
示装置を提供することにある。
【０００８】
　また本発明の目的は視差の問題の生じない表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、複数の赤色有機ＥＬ素子、複数の緑色有機ＥＬ素子、および複数の青色有機
ＥＬ素子がそれぞれ支持基板上に設けられて構成される発光装置と、
　前記赤、緑、および青色有機ＥＬ素子がそれぞれ出射する光が通る位置に設けられる色
味改善層とを有し、
　前記色味改善層は、赤、緑、および青色有機ＥＬ素子のうちの１つの素子が出射する光
が当該色味改善層を通過する際に、そのスペクトルを変化させる、発光装置に関する。
【００１０】
　また本発明は、前記色味改善層は、前記スペクトルの幅が小さくなるように、所定の波
長範囲の光を吸収する、発光装置に関する。
【００１１】
　また本発明は、前記赤、緑、および青色有機ＥＬ素子と、前記色味改善層との間に円偏
光板をさらに有する、発光装置に関する。
【００１２】
　また本発明は、偏光板をさらに備え、
　前記色味改善層は、前記赤、緑、および青色有機ＥＬ素子と、前記偏光板との間に設け
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られ、かつλ／４板として機能し、
　偏光板と色味改善層とは、一体として円偏光板として機能する位置関係で配置される、
発光装置に関する。
【００１３】
　また本発明は、偏光板と位相差板とをさらに備え、
　前記色味改善層および前記位相差板は、前記赤、緑、および青色有機ＥＬ素子と、前記
偏光板との間に設けられ、かつ、当該色味改善層と位相差板とをあわせてλ／４板として
機能し、
　偏光板と色味改善層と位相差板とは、一体として円偏光板として機能する位置関係で配
置される表示装置に関する。
【００１４】
　また本発明は、前記表示装置の製造方法であって、
　複数の赤色有機ＥＬ素子、複数の緑色有機ＥＬ素子、および複数の青色有機ＥＬ素子が
それぞれ支持基板上に設けられて構成される発光装置を用意する工程と、
　前記赤、緑、および青色有機ＥＬ素子がそれぞれ出射する光が通る位置に、前記色味改
善層を設ける工程とを含む、表示装置の製造方法に関する。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、３種類の着色層が高精細に形成されたカラーフィルタを用いることな
く、各有機ＥＬ素子から出射する光の色を意図した色に変換することが可能な表示装置を
実現することができる。また視差の問題の生じない表示装置を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本実施形態の表示装置を模式的に示す図である。
【図２】本実施形態の表示装置を模式的に示す図である。
【図３】本実施形態の表示装置を模式的に示す図である。
【図４】本実施形態の表示装置を模式的に示す図である。
【図５】本実施形態の表示装置を模式的に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　本発明の表示装置は、複数の赤色有機ＥＬ素子、複数の緑色有機ＥＬ素子、および複数
の青色有機ＥＬ素子がそれぞれ支持基板上に設けられて構成される発光装置と、前記赤、
緑、および青色有機ＥＬ素子がそれぞれ出射する光が通る位置に設けられる色味改善層と
を有し、前記色味改善層は、赤、緑、および青色有機ＥＬ素子のうちの１つの素子が出射
する光が当該色味改善層を通過する際に、そのスペクトルを変化させる表示装置に関する
。
【００１８】
　＜表示装置の構成＞
　まず表示装置の構成について説明する。図１（１）は本実施形態の表示装置１を模式的
に示す斜視図であり、図１（２）はその分解斜視図である。表示装置は上述したように、
発光装置２と色味改善層３とを備える。
【００１９】
　発光装置２は、複数の赤色有機ＥＬ素子、複数の緑色有機ＥＬ素子、および複数の青色
有機ＥＬ素子がそれぞれ支持基板上に設けられて構成される。なお本明細書において赤色
有機ＥＬ素子とは、赤色に視認される光を出射する有機ＥＬ素子を意味し、通常６１０ｎ
ｍ～７５０ｎｍの範囲にピークをもつスペクトルを有する。また緑色有機ＥＬ素子とは、
緑色に視認される光を出射する有機ＥＬ素子を意味し、通常５００ｎｍ～５６０ｎｍの範
囲にピークをもつスペクトルを有する。また青色有機ＥＬ素子とは、青色に視認される光
を出射する有機ＥＬ素子を意味し、通常４３５ｎｍ～４８０ｎｍの範囲にピークをもつス
ペクトルを有する。
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【００２０】
　本実施形態では１つの赤色有機ＥＬ素子と、１つの緑色有機ＥＬ素子と、１つの青色有
機ＥＬ素子とによって１つの画素が構成される。支持基板上には複数の画素が設けられ、
これら複数の画素は支持基板上においてマトリクス状に配置される。すなわち複数の画素
は支持基板上において行方向Ｘに所定の間隔をあけるとともに、列方向Ｙにも所定の間隔
をあけて整列して配置される。なお本明細書において行方向Ｘおよび列方向Ｙとは、互い
に垂直な方向であって、かつそれぞれが支持基板の厚み方向Ｚに対して垂直な方向を意味
する。以下では支持基板の厚み方向Ｚを上下方向Ｚということがある。
【００２１】
　１つの画素において赤、緑、および青色有機ＥＬ素子はたとえば行方向Ｘに所定の間隔
をあけて直線状に配置されている。なお「赤、緑、および青色有機ＥＬ素子」は、「赤色
有機ＥＬ素子、緑色有機ＥＬ素子、および青色有機ＥＬ素子」を意味する。
【００２２】
　以下では支持基板上において複数の有機ＥＬ素子が設けられる領域を表示領域４という
ことがある。換言すると複数の有機ＥＬ素子は表示領域４内において整列して配置されて
いる。
【００２３】
　各有機ＥＬ素子は上下方向Ｚの一方または他方に光を出射する。支持基板に向けて光を
出射する有機ＥＬ素子はいわゆるボトムエミッション型の素子と呼称される。他方、支持
基板とは反対側に向けて光を出射する有機ＥＬ素子はいわゆるトップエミッション型の素
子と呼称される。支持基板に搭載される有機ＥＬ素子はボトムエミッション型であっても
、トップエミッション型であってもよい。本実施形態では上下方向Ｚの一方（図１では「
上方」）に光を出射する有機ＥＬ素子を備える発光装置２について説明する。
【００２４】
　色味改善層３は赤、緑、および青色有機ＥＬ素子がそれぞれ出射する光の通る位置に配
置される。本実施形態では色味改善層３は、発光装置２の上下方向Ｚの一方（図１では「
上方」）の表面上であって、有機ＥＬ素子が配置される表示領域４上に設けられる。色味
改善層３がこのような配置で設けられるため、赤、緑、および青色有機ＥＬ素子からそれ
ぞれ出射される光は一様に色味改善層３を通って外界に出射する。なお色味改善層３は支
持基板の厚み方向の一方から見て（以下、「平面視で」ということがある。）少なくとも
表示領域を覆うように設けられていればよく、必ずしもその外縁を表示領域４の外縁に一
致させる必要はない。
【００２５】
　色味改善層３は、赤、緑、および青色有機ＥＬ素子のうちの１つの素子が出射する光が
当該色味改善層３を通過する際に、そのスペクトルを変化させる層である。色味改善層３
は複数層設けられてもよいが、本実施形態ではまず１層の色味改善層３が設けられる形態
の表示装置１について説明する。
【００２６】
　１層の色味改善層としては、たとえば３種類の有機ＥＬ素子のうちで、求められる光の
色からのずれが最も大きい光を出射する有機ＥＬ素子に対して、その出射する光のスペク
トルを変化させる色味改善層が設けられることが好ましい。本実施形態では青色有機ＥＬ
素子から出射される光のスペクトルを変換する１層の色味改善層３が設けられた表示装置
について説明する。すなわち本実施形態の色味改善層３は、自身を通過する光のうちで、
青色有機ＥＬ素子から出射する光のスペクトルを変化させるが、他の有機ＥＬ素子（赤色
有機ＥＬ素子および緑色有機ＥＬ素子）から出射する光のスペクトルを変化させない。な
お理想的には色味改善層３は、他の有機ＥＬ素子（赤色有機ＥＬ素子および緑色有機ＥＬ
素子）から出射される光を、全スペクトルにおいて１００％透過することが好ましいが、
実際には他の有機ＥＬ素子（赤色有機ＥＬ素子および緑色有機ＥＬ素子）から出射される
光の一部を吸収および反射する。そのため他の有機ＥＬ素子（赤色有機ＥＬ素子および緑
色有機ＥＬ素子）から出射された光は、色味改善層３を透過することによってそのスペク
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トルが不可避的にわずかに変化する。
【００２７】
　色味改善層によるスペクトルの変化には、たとえばスペクトルを長波長化する変化や、
スペクトルの幅が小さくなる変化などが考えられる。
【００２８】
　スペクトルを長波長化する変化をもたらす色味改善層はたとえばいわゆる色変換層によ
って実現することができる。またスペクトルの幅が小さくなる変化をもたらす色味改善層
は、所定の波長λｏに光吸収スペクトルのピークを有するフィルタによって実現すること
ができる。
【００２９】
　本実施形態における色味改善層３は前記スペクトルの幅が小さくなるように、所定の波
長範囲の光を吸収する。たとえば色味改善層３は青色有機ＥＬ素子から出射される青色の
光のスペクトル幅を小さくする。これによってＣＩＥ色度図における座標値をスペクトル
軌跡に近づけることができ、色味を改善することができる。なお青色の色味の改善として
は、ＣＩＥ色度図において、ＨＤＴＶの色度座標である、（ｘ，ｙ）＝（０．１５，０．
０６）に近づくことが好ましい。なお赤色の色味の改善としては、ＣＩＥ色度図において
、ＨＤＴＶの色度座標である、（ｘ，ｙ）＝（０．６４，０．３３）に近づくことが好ま
しい。また緑色の色味の改善としては、ＣＩＥ色度図において、ＨＤＴＶの色度座標であ
る、（ｘ，ｙ）＝（０．３０，０．６０）に近づくことが好ましい。
【００３０】
　このような色味改善層３は所定の波長λｏに光吸収スペクトルのピークを有するフィル
タによって実現することができる。すなわち色味改善層３は、光吸収スペクトルのピーク
波長λｏの光透過率をＡとし、光透過率が｛（１－Ａ）／２＋Ａ｝となる２点の波長間の
帯域を減衰帯域Ｂとするフィルタによって実現される。なおピーク波長λｏは減衰帯域Ｂ
内に含まれる。この色味改善層３は主に減衰帯域Ｂの光を減衰し、減衰帯域Ｂを除く帯域
の光を透過する。なお色味改善層３は可視光を除く波長範囲の光を吸収してもよい。
【００３１】
　たとえば出射する光のスペクトルが色変換層によって変化する有機ＥＬ素子（本実施形
態では青色有機ＥＬ素子）の出射する光のピーク波長をａとし、その半値全幅をｂとする
と、上述の色味改善層３の光吸収スペクトルのピーク波長λｏは、ａ-２×ｂ＜λo＜ａ＋
２×ｂの関係を満たすことが好ましい。また減衰帯域Ｂは、スペクトルを変換すべき色の
光（本実施形態では青色光）以外の光（本実施形態では赤色光および緑色光）が減衰する
ことを防ぐために、１／５ｂ＜Ｂ＜１／２ｂが好ましい。
【００３２】
　つぎに表示装置の製造方法について説明する。
【００３３】
　まず発光装置を用意する。すなわち複数の赤色有機ＥＬ素子、複数の緑色有機ＥＬ素子
、および複数の青色有機ＥＬ素子がそれぞれ支持基板上に設けられて構成される発光装置
を用意する。
【００３４】
　支持基板には、複数の有機ＥＬ素子を個別に駆動するための回路が予め形成された基板
を用いることができる。たとえばＴＦＴ（Thin Film Transistor）およびキャパシタなど
が予め形成された基板を支持基板として用いることができる。
【００３５】
　支持基板には必要に応じて隔壁が設けられる。この隔壁は支持基板上の所定の区画を画
定するために設けられ、たとえば格子状またはストライプ状に形成される。
【００３６】
　つぎに支持基板上に複数の有機ＥＬ素子を形成する。通常は上述の隔壁によって画定さ
れた区画にそれぞれ有機ＥＬ素子を形成する。有機ＥＬ素子は、高分子型の素子であって
も、低分子型の素子であってもよい。また前述したようにボトムエミッション型の素子で
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あってもトップエミッション型の素子であってもよい。
【００３７】
　有機ＥＬ素子は、陽極および陰極からなる一対の電極と、この電極間に設けられる１ま
たは複数の有機ＥＬ層とを含んで構成され、この有機ＥＬ層として少なくとも１層の発光
層を有する。有機ＥＬ素子は電極および有機ＥＬ層を順次積層することによって形成する
ことができる。電極および有機ＥＬ層はその材料に適した方法によって形成される。
【００３８】
　有機ＥＬ素子はたとえば発光層を構成する発光材料をそれぞれ異ならせることによって
、出射する光の色を異ならせることができる。
【００３９】
　有機ＥＬ素子は、有機ＥＬ層として少なくとも１層の発光層を有するが、たとえば有機
ＥＬ層として、正孔注入層、正孔輸送層、電子ブロック層、正孔ブロック層、電子輸送層
、および電子注入層などを有する。有機ＥＬ素子のとりうる層構成の一例を以下に示す。
ａ）陽極／発光層／陰極
ｂ）陽極／正孔注入層／発光層／陰極
ｃ）陽極／正孔注入層／発光層／電子注入層／陰極
ｄ）陽極／正孔注入層／発光層／電子輸送層／陰極
ｅ）陽極／正孔注入層／発光層／電子輸送層／電子注入層／陰極
ｆ）陽極／正孔輸送層／発光層／陰極
ｇ）陽極／正孔輸送層／発光層／電子注入層／陰極
ｈ）陽極／正孔輸送層／発光層／電子輸送層／陰極
ｉ）陽極／正孔輸送層／発光層／電子輸送層／電子注入層／陰極
ｊ）陽極／正孔注入層／正孔輸送層／発光層／陰極
ｋ）陽極／正孔注入層／正孔輸送層／発光層／電子注入層／陰極
ｌ）陽極／正孔注入層／正孔輸送層／発光層／電子輸送層／陰極
ｍ）陽極／正孔注入層／正孔輸送層／発光層／電子輸送層／電子注入層／陰極
ｎ）陽極／発光層／電子注入層／陰極
ｏ）陽極／発光層／電子輸送層／陰極
ｐ）陽極／発光層／電子輸送層／電子注入層／陰極
（ここで、記号「／」は、記号「／」を挟む各層が隣接して積層されていることを示す。
以下同じ。）
　以下、一対の電極および有機ＥＬ層についてさらに詳しく説明する。
【００４０】
　＜陽極＞
　発光層から放たれる光が陽極を通って素子外に出射する構成の有機ＥＬ素子の場合、陽
極には光透過性を示す電極が用いられる。光透過性を示す電極としては、金属酸化物、金
属硫化物および金属などの薄膜を用いることができ、電気伝導度および光透過率の高いも
のが好適に用いられる。具体的には酸化インジウム、酸化亜鉛、酸化スズ、ＩＴＯ、イン
ジウム亜鉛酸化物（Ｉｎｄｉｕｍ Ｚｉｎｃ Ｏｘｉｄｅ：略称ＩＺＯ）、金、白金、銀、
および銅などから成る薄膜が用いられ、これらの中でもＩＴＯ、ＩＺＯ、または酸化スズ
から成る薄膜が好適に用いられる。
【００４１】
　陽極の膜厚は、求められる特性や成膜工程の簡易さなどを考慮して適宜設定され、たと
えば１０ｎｍ～１０μｍであり、好ましくは２０ｎｍ～１μｍであり、さらに好ましくは
４０ｎｍ～５００ｎｍである。
【００４２】
　＜陰極＞
　陰極の材料としては、仕事関数が小さく、発光層への電子注入が容易で、電気伝導度の
高い材料が好ましい。また陽極側から光を取出す構成の有機ＥＬ素子では、発光層から放
たれる光を陰極で陽極側に反射するために、陰極の材料としては可視光に対する反射率の
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高い材料が好ましい。陰極には、たとえばアルカリ金属、アルカリ土類金属、遷移金属お
よび周期表の１３族金属などを用いることができる。陰極の材料としては、たとえばリチ
ウム、ナトリウム、カリウム、ルビジウム、セシウム、ベリリウム、マグネシウム、カル
シウム、ストロンチウム、バリウム、アルミニウム、スカンジウム、バナジウム、亜鉛、
イットリウム、インジウム、セリウム、サマリウム、ユーロピウム、テルビウム、イッテ
ルビウムなどの金属、前記金属のうちの２種以上の合金、前記金属のうちの１種以上と、
金、銀、白金、銅、マンガン、チタン、コバルト、ニッケル、タングステン、錫のうちの
１種以上との合金、またはグラファイト若しくはグラファイト層間化合物などが用いられ
る。合金の例としては、マグネシウム－銀合金、マグネシウム－インジウム合金、マグネ
シウム－アルミニウム合金、インジウム－銀合金、リチウム－アルミニウム合金、リチウ
ム－マグネシウム合金、リチウム－インジウム合金、カルシウム－アルミニウム合金など
を挙げることができる。また陰極としては導電性金属酸化物および導電性有機物などから
成る透明導電性電極を用いることができる。具体的には、導電性金属酸化物として酸化イ
ンジウム、酸化亜鉛、酸化スズ、ＩＴＯ、およびＩＺＯを挙げることができ、導電性有機
物としてポリアニリンもしくはその誘導体、ポリチオフェンもしくはその誘導体などを挙
げることができる。なお陰極は、２層以上を積層した積層体で構成されていてもよい。な
お電子注入層が陰極として用いられることもある。
【００４３】
　陰極の膜厚は、求められる特性や成膜工程の簡易さなどを考慮して適宜設定され、たと
えば１０ｎｍ～１０μｍであり、好ましくは２０ｎｍ～１μｍであり、さらに好ましくは
４０ｎｍ～５００ｎｍである。
【００４４】
　陰極の作製方法としては、真空蒸着法、イオンプレーティング法などを挙げることがで
きる。
【００４５】
　＜正孔注入層＞
　正孔注入層を構成する正孔注入材料としては、酸化バナジウム、酸化モリブデン、酸化
ルテニウム、および酸化アルミニウムなどの酸化物や、フェニルアミン系化合物、スター
バースト型アミン系化合物、フタロシアニン系化合物、アモルファスカーボン、ポリアニ
リン、およびポリチオフェン誘導体などを挙げることができる。
【００４６】
　正孔注入層の膜厚は、求められる特性および成膜工程の簡易さなどを考慮して適宜設定
され、たとえば１ｎｍ～１μｍであり、好ましくは２ｎｍ～５００ｎｍであり、さらに好
ましくは５ｎｍ～２００ｎｍである。
【００４７】
　＜正孔輸送層＞
　正孔輸送層を構成する正孔輸送材料としては、ポリビニルカルバゾール若しくはその誘
導体、ポリシラン若しくはその誘導体、側鎖若しくは主鎖に芳香族アミンを有するポリシ
ロキサン誘導体、ピラゾリン誘導体、アリールアミン誘導体、スチルベン誘導体、トリフ
ェニルジアミン誘導体、ポリアニリン若しくはその誘導体、ポリチオフェン若しくはその
誘導体、ポリアリールアミン若しくはその誘導体、ポリピロール若しくはその誘導体、ポ
リ（ｐ－フェニレンビニレン）若しくはその誘導体、又はポリ（２，５－チエニレンビニ
レン）若しくはその誘導体などを挙げることができる。
【００４８】
　正孔輸送層の膜厚は、求められる特性および成膜工程の簡易さなどを考慮して設定され
、たとえば１ｎｍ～１μｍであり、好ましくは２ｎｍ～５００ｎｍであり、さらに好まし
くは５ｎｍ～２００ｎｍである。
【００４９】
　＜発光層＞
　発光層は、通常、主として蛍光及び／又はりん光を発光する有機物、または該有機物と
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これを補助するドーパントとから形成される。ドーパントは、たとえば発光効率の向上や
、発光波長を変化させるために加えられる。なお発光層を構成する有機物は、低分子化合
物でも高分子化合物でもよく、塗布法によって発光層を形成する場合には、発光層は高分
子化合物を含むことが好ましい。発光層を構成する高分子化合物のポリスチレン換算の数
平均分子量はたとえば１０３～１０８程度である。発光層を構成する発光材料としては、
たとえば以下の色素系材料、金属錯体系材料、高分子系材料、ドーパント材料を挙げるこ
とができる。
【００５０】
　（色素系材料）
　色素系材料としては、たとえば、シクロペンダミン誘導体、テトラフェニルブタジエン
誘導体化合物、トリフェニルアミン誘導体、オキサジアゾール誘導体、ピラゾロキノリン
誘導体、ジスチリルベンゼン誘導体、ジスチリルアリーレン誘導体、ピロール誘導体、チ
オフェン環化合物、ピリジン環化合物、ペリノン誘導体、ペリレン誘導体、オリゴチオフ
ェン誘導体、オキサジアゾールダイマー、ピラゾリンダイマー、キナクリドン誘導体、ク
マリン誘導体などを挙げることができる。
【００５１】
　（金属錯体系材料）
　金属錯体系材料としては、たとえばＴｂ、Ｅｕ、Ｄｙなどの希土類金属、またはＡｌ、
Ｚｎ、Ｂｅ、Ｉｒ、Ｐｔなどを中心金属に有し、オキサジアゾール、チアジアゾール、フ
ェニルピリジン、フェニルベンゾイミダゾール、キノリン構造などを配位子に有する金属
錯体を挙げることができ、たとえばイリジウム錯体、白金錯体などの三重項励起状態から
の発光を有する金属錯体、アルミニウムキノリノール錯体、ベンゾキノリノールベリリウ
ム錯体、ベンゾオキサゾリル亜鉛錯体、ベンゾチアゾール亜鉛錯体、アゾメチル亜鉛錯体
、ポルフィリン亜鉛錯体、フェナントロリンユーロピウム錯体などを挙げることができる
。
【００５２】
　（高分子系材料）
　高分子系材料としては、ポリパラフェニレンビニレン誘導体、ポリチオフェン誘導体、
ポリパラフェニレン誘導体、ポリシラン誘導体、ポリアセチレン誘導体、ポリフルオレン
誘導体、ポリビニルカルバゾール誘導体、上記色素系材料や金属錯体系発光材料を高分子
化したものなどを挙げることができる。
【００５３】
　発光層の厚さは、通常約２ｎｍ～２００ｎｍである。
【００５４】
　＜電子輸送層＞
　電子輸送層を構成する電子輸送材料としては、公知のものを使用でき、オキサジアゾー
ル誘導体、アントラキノジメタン若しくはその誘導体、ベンゾキノン若しくはその誘導体
、ナフトキノン若しくはその誘導体、アントラキノン若しくはその誘導体、テトラシアノ
アンスラキノジメタン若しくはその誘導体、フルオレノン誘導体、ジフェニルジシアノエ
チレン若しくはその誘導体、ジフェノキノン誘導体、又は８－ヒドロキシキノリン若しく
はその誘導体の金属錯体、ポリキノリン若しくはその誘導体、ポリキノキサリン若しくは
その誘導体、ポリフルオレン若しくはその誘導体などを挙げることができる。
【００５５】
　電子輸送層の膜厚は、求められる特性や成膜工程の簡易さなどを考慮して適宜設定され
、たとえば１ｎｍ～１μｍであり、好ましくは２ｎｍ～５００ｎｍであり、さらに好まし
くは５ｎｍ～２００ｎｍである。
【００５６】
　＜電子注入層＞
　電子注入層を構成する材料としては、発光層の種類に応じて最適な材料が適宜選択され
、アルカリ金属、アルカリ土類金属、アルカリ金属およびアルカリ土類金属のうちの１種
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類以上を含む合金、アルカリ金属若しくはアルカリ土類金属の酸化物、ハロゲン化物、炭
酸塩、またはこれらの物質の混合物などを挙げることができる。アルカリ金属、アルカリ
金属の酸化物、ハロゲン化物、および炭酸塩の例としては、リチウム、ナトリウム、カリ
ウム、ルビジウム、セシウム、酸化リチウム、フッ化リチウム、酸化ナトリウム、フッ化
ナトリウム、酸化カリウム、フッ化カリウム、酸化ルビジウム、フッ化ルビジウム、酸化
セシウム、フッ化セシウム、炭酸リチウムなどを挙げることができる。また、アルカリ土
類金属、アルカリ土類金属の酸化物、ハロゲン化物、炭酸塩の例としては、マグネシウム
、カルシウム、バリウム、ストロンチウム、酸化マグネシウム、フッ化マグネシウム、酸
化カルシウム、フッ化カルシウム、酸化バリウム、フッ化バリウム、酸化ストロンチウム
、フッ化ストロンチウム、炭酸マグネシウムなどを挙げることができる。電子注入層は、
２層以上を積層した積層体で構成されてもよく、たとえばＬｉＦ／Ｃａなどを挙げること
ができる。
【００５７】
　電子注入層の膜厚としては、１ｎｍ～１μｍ程度が好ましい。
【００５８】
　上述の各有機ＥＬ層は、たとえばノズルプリンティング法、インクジェットプリンティ
ング法、凸版印刷法、凹版印刷法、およびスピンコーティング法などの塗布法や、真空蒸
着法、スパッタリング法、およびＣＶＤ法などによって形成することができる。
【００５９】
　なお塗布法では、各有機ＥＬ層となる有機ＥＬ材料を含むインキを塗布成膜し、さらに
これを固化することによって有機ＥＬ層を形成するが、その際に使用されるインキの溶媒
には、たとえばクロロホルム、塩化メチレン、ジクロロエタンなどの塩素系溶媒、テトラ
ヒドロフランなどのエーテル系溶媒、トルエン、キシレンなどの芳香族炭化水素系溶媒、
アセトン、メチルエチルケトンなどのケトン系溶媒、酢酸エチル、酢酸ブチル、エチルセ
ルソルブアセテートなどのエステル系溶媒、および水などが用いられる。
【００６０】
　有機ＥＬ素子は必要に応じて封止される。たとえば支持基板に封止基板を貼り合せるこ
とによって、有機ＥＬ素子を気密に封止することができる。また他の方法として、たとえ
ば無機物または有機物からなる封止膜を有機ＥＬ素子上に形成することによって、有機Ｅ
Ｌ素子を封止することもできる。
【００６１】
　つぎに色味改善層を形成する。色味改善層は、予め所定の基台上に色味改善層を形成し
、その後、この色味改善層を発光装置上に貼り合せてもよく、また発光装置上に直接色味
改善層を形成してもよい。
【００６２】
　色味改善層は、たとえば色味改善層となる材料を含むインキを塗布成膜することによっ
て形成することができる。塗布方法としてはスピンコート法、スリットコート法、スリッ
ト＆スピンコート法、キャピラリーコート法、キャスト法などを用いることができる。ま
たたとえばポリカーボネートやアクリル樹脂などの樹脂基材中に色素を添加し、溶融押出
成型法や溶液流延法などを用いてフィルム状に形成してもよい。
【００６３】
　色味改善層はたとえば光学フィルター用の吸収色素や色素レーザーに使用される色素な
どを用いて形成することができる。具体的には、Exciton社製のABS 510、ABS 511、ABS 5
26N、ABS 647、およびABS 658などを色味改善層の材料として使用することができる。
【００６４】
　また色味改善層には、光の干渉や回折などの光学的な現象を利用した光学素子を用いて
もよい。たとえば屈折率の異なる薄膜を積層した誘電体膜干渉フィルターを用いてもよく
、また透過型ホログラムを利用した光学素子を用いてもよい。
【００６５】
　以上説明したように本実施形態では青色有機ＥＬ素子から出射される光のスペクトルを



(11) JP 2012-49010 A 2012.3.8

10

20

30

40

50

変換し、かつ赤および緑色有機ＥＬ素子から出射される光のスペクトルを実質的に変換し
ない１層の色味改善層が設けられる。そのため青色有機ＥＬ素子から出射される光の色を
所定の色に変換することができる。他方、赤および緑色有機ＥＬ素子から出射される光は
、色味改善層を通過するが、そのさいにスペクトルは変化しない。このように１層の色味
改善層を設けることによって青色有機ＥＬ素子から出射される光の色のみを改善すること
ができる。
【００６６】
　色味改善層は、従来の技術のように特定の有機ＥＬ素子から出射される光が通過する位
置に設けられるわけではなく、すべての種類の有機ＥＬ素子から出射される光が通過する
位置に設けられる。すなわち色味改善層は有機ＥＬ素子の配置とは無関係に設けられる。
このように本実施形態では有機ＥＬ素子の配置に対応させて色味改善層を高精細に形成す
る必要がないため、色味改善層を簡易に形成することができる。
【００６７】
　また各有機ＥＬ素子から出射される光は一様に色味改善層を通って外界に出射する。し
たがって視聴者が表示画面に対して垂直な位置にいたとしても、また表示画面に対して斜
めまたは平行に近い位置にいたとしても、各有機ＥＬ素子から出射された光は全て色味改
善層を通って視認されることになる。そのため本実施形態の表示装置は視差の問題が生じ
ない。
【００６８】
　図２は本発明の他の実施形態の表示装置を模式的に示す分解斜視図である。
【００６９】
　前述の実施形態では１層の色味改善層が設けられるとしたが、本実施形態では３層の色
味改善層が設けられる。すなわち表示装置には（１）赤色有機ＥＬ素子から出射される光
のスペクトルを変化させる色味改善層３Ｒ、（２）緑色有機ＥＬ素子から出射される光の
スペクトルを変化させる色味改善層３Ｇ、および（３）青色有機ＥＬ素子から出射される
光のスペクトルを変化させる色味改善層３Ｂが設けられる。
【００７０】
　３層の色味改善層３Ｒ，３Ｇ，３Ｂは赤、緑、および青色有機ＥＬ素子がそれぞれ出射
する光が通る位置に設けられる。３層の色味改善層３Ｒ，３Ｇ，３Ｂは、発光装置２の上
下方向Ｚの一方（図２では「上方」）の表面上であって、有機ＥＬ素子が配置される表示
領域４上に積層して設けられる。なお３層の色味改善層３Ｒ，３Ｇ，３Ｂの積層順はとく
に限定されない。色味改善層３Ｒ，３Ｇ，３Ｂがこのような配置で設けられるため、赤、
緑、および青色有機ＥＬ素子からそれぞれ出射される光は一様に色味改善層３Ｒ，３Ｇ，
３Ｂを通って外界に出射する。
【００７１】
　色味改善層３Ｒは赤色有機ＥＬ素子から出射される光のスペクトルのみを変化させ、色
味改善層３Ｇは緑色有機ＥＬ素子から出射される光のスペクトルのみを変化させ、色味改
善層３Ｂは青色有機ＥＬ素子から出射される光のスペクトルのみを変化させる。このよう
な色味改善層３Ｒ，３Ｇ，３Ｂを設けることによって、赤、緑、および青色有機ＥＬ素子
からそれぞれ出射される光のスペクトルを変化させることができ、意図した色味の色を出
射する表示装置を実現することができる。
【００７２】
　本実施形態の３層の色味改善層３Ｒ，３Ｇ，３Ｂは、前述の実施形態と同様に有機ＥＬ
素子の配置とは無関係に設けられる。本実施形態では有機ＥＬ素子の配置に対応させて色
味改善層を高精細に形成する必要がないため、色味改善層を簡易に形成することができる
。
【００７３】
　また各青色有機ＥＬ素子からそれぞれ出射される光は、一様に３層の色味改善層３Ｒ，
３Ｇ，３Ｂを通って外界に出射するため、視差の問題の生じない表示装置を実現すること
ができる。
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【００７４】
　上述の各実施形態の表示装置は円偏光板をさらに備えることが好ましい。円偏光板は表
示装置に入射する光が表示装置によって反射されるのを防ぐために設けられる。円偏光板
は、上下方向Ｚに発光装置、円偏光板、色味改善層の順で配置されていてもよく、また上
下方向Ｚに発光装置、色味改善層、円偏光板の順で配置されていてもよい。なお色味改善
層は波長板としても機能することがあるため、発光装置と円偏光板との間に色味改善層が
介在する場合、この色味改善層の存在によって円偏光板の反射光を抑える機能が妨げられ
ることがある。そのため円偏光板は赤、緑、および青色有機ＥＬ素子と、前記色味改善層
との間に設けられることが好ましい。
【００７５】
　図３は発光装置と色味改善層３との間に円偏光板５が設けられた表示装置を模式的に示
す分解斜視図である。
【００７６】
　円偏光板５は偏光板とλ／４波長板とから構成される。そしてλ／４波長板は偏光板に
対して発光装置寄りに配置される。
【００７７】
　本実施形態では円偏光板５が発光装置と色味改善層３との間に設けられるため、たとえ
色味改善層３が波長板として機能したとしても、円偏光板５は、色味改善層３に影響され
ることなく、外界から入射する光が表示装置によって反射されることを防ぐことができる
。
【００７８】
　なお本実施形態では色味改善層とは別に円偏光板を設けるとしたが、他の実施形態とし
て、円偏光板を別に設けるのではなく、円偏光板の一部として機能する色味改善層を設け
てもよい。
【００７９】
　図４は円偏光板の一部としても機能する色味改善層を備える表示装置を模式的に示す分
解斜視図である。
【００８０】
　本実施形態では表示装置は偏光板６をさらに備える。また前記色味改善層は、前記赤、
緑、および青色有機ＥＬ素子と、前記偏光板６との間に設けられ、かつλ／４板として機
能する。偏光板と色味改善層とは、一体として円偏光板として機能する位置関係で配置さ
れる。すなわち偏光板に対して色味改善層は、偏光板を通過した直線偏光の光を色味改善
層が円偏光の光に変換し、かつ、発光装置によって反射された円偏光の反射光を色味改善
層が直線偏光の光に変換するように配置される。
【００８１】
　本実施形態では色味改善層３に加えて偏光板６を設けるだけで、外界から入射する光が
表示装置によって反射されるのを防ぐことができる。これによって装置構成を簡易にする
ことができる。
【００８２】
　なお色味改善層３が複数層設けられる場合には、複数層からなる色味改善層が一体とし
てλ／４板として機能すればよい。
【００８３】
　なお図４に示す本実施形態ではλ／４板として機能する色味改善層を設けるとしたが、
他の実施形態として、所定の位相差板と一体としてλ／４板として機能する色味改善層を
設けてもよい。
【００８４】
　図５は上記色味改善層３と位相差板７とを備える表示装置を模式的に示す分解斜視図で
ある。
【００８５】
　本実施形態では表示装置は、偏光板６と位相差板７とをさらに備える。また前記色味改



(13) JP 2012-49010 A 2012.3.8

10

20

30

40

善層３および位相差板７は、前記赤、緑、および青色有機ＥＬ素子と、前記偏光板６との
間に設けられる。また前記色味改善層３および位相差板７は、該色味改善層と位相差板と
をあわせてλ／４板として機能する。さらに偏光板と色味改善層と位相差板とは、一体と
して円偏光板として機能する位置関係で配置される。すなわち偏光板に対して色味改善層
と位相差板とからなるλ／４板は、偏光板を通過した直線偏光の光を当該λ／４板が円偏
光の光に変換し、かつ、発光装置によって反射された円偏光の反射光を当該λ／４板が直
線偏光の光に変換するように配置される。
【００８６】
　前記色味改善層３と位相差板７の積層順はとくに限定されない。すなわち色味改善層３
および位相差板７のうちで、色味改善層３を偏光板６寄りに配置してもよく、逆に、図５
に示すように位相差板７を偏光板６寄りに配置してもよい。
【００８７】
　所定の位相差板（たとえばλ／４板）として機能する色味改善層３はたとえば色味改善
層３を構成する材料を配向さることによって実現することができる。たとえば配向膜上に
色味改善層を形成することによって、所定の位相差板（たとえばλ／４板）として機能す
る色味改善層を形成することができる。またたとえば一軸延伸フィルムによって所定の位
相差板（たとえばλ／４板）として機能する色味改善層３を実現することもできる。
【実施例】
【００８８】
　より深い青色を表示可能なディスプレイを作製するため、青色有機ＥＬ素子から出射さ
れる光のスペクトルを変化させる色味改善層を作製した。ポリカーボネートに色素（Exci
ton社製、ABS 510）を０．５ｇ／Ｌの割合で添加し、さらにこれをMethylene chlorideに
溶解した。この溶液をキャスティング法によって成膜し、膜厚が２００μｍの色味改善層
を形成した。
【００８９】
　この色味改善層の透過スペクトルを測定した。色味改善層を通過させた場合のスペクト
ルの変化を透過スペクトルの測定結果に基づいて算出し、さらにこの測定結果に基づいて
、ＣＩＥ色度図における座標値の変化も算出した。表１に、色味改善層に入射する入射光
、および色味改善層を透過した出射光のＣＩＥ色度図における座標値を示す。
【００９０】
【表１】

【００９１】
　表１に示すように色味改善層を用いることによって、青色の光のＣＩＥ１９３１色度座
標におけるｙ座標値が小さくなることが確認され、より深い青色を表現可能となった。ま
た、赤色の色度座標はほとんど変化しないことが確認された。緑色の色度座標はやや悪化
したが、結果として青色を改善する目的は達成された。
【符号の説明】
【００９２】
　１　　表紙装置
　２　　発光装置
　３，３Ｂ，３Ｇ，３Ｒ　　色味改善層
　４　　表示領域
　５　　円偏光板
　６　　偏光板
　７　　位相差板
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